
大地震などの大規模な災害が発生した場合、被災地の薬局は建物が倒壊したり、津波で流されたりで
機能せず、薬は手配できません。そのため、薬がすぐに必要な場合や常用している薬がある被災者に
とっては、時に命に関わる深刻な問題にもなりかねません。さらに調剤薬は、薬局を通してしか仕入れるこ
とができないという現実もあります。

そこでAMDA(Association of Medical Doctors of Asia)と必要な医薬品を備蓄し、災害時に提供する
協定を締結しました。災害時に素早く被災地に駆けつけた医師や薬剤師たちと連携し、医療救護所や
避難所等で被災者の方々へ支援活動を行っていきたいと考えています。

移動薬局車が支援活動に参加しました
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エ マ ー ジ ェ ン シ ー フ ァ ー マ シ ス ト ヴ ィ ー ク （ E P V ）
は、救急車を改造して、調剤室などの薬局機能を備えた可
動力のある災害対策医薬品供給車両で、移動型薬局とも
言われます。2011年の東日本大震災の経験を生かし、全国
の薬剤師会や大学が配備しています。2016年4月に起きた
熊本地震では、大分県の薬剤師会が初出動しました。
今から30年以内に南海トラフ大地震が起こると言われてい
ます。災害に向けた準備は今からする必要があります。

×

平成30年西日本豪雨災害での支援活動（真備町岡田小学校）▲▼

自助
自分の命は
自分で守る

共助
地域・職場で
助け合い、
被害拡大を防ぐ

協働
市民、企業、自治体、
防災機関等が協力して

活動する

”自助”“共助”“協働”を原則として社会の

様々な場で防災力を高める活動が期待され、

そのための十分な意識と一定の知識・技能を

修得した者を防災士と呼びます。防災士になる

には、日本防災士機構からの認証が必要です。



LRT化のメリットを考えよう

福井支線延長を実現しよう
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